
                                                    

 

 

 

先生の、お話の中で、この時代だからこそ、より安全で安心の助産実践の質の向上のため「知と技と心」 を的

確に育てることが求められると言われていました。そのため、「オールジャパンが助産実践能力習熟段階レベル

Ⅲ認証制度は、助産師としての助産実践能力の保証しキャリアを可視化し、自らの実践能力を向上させて行く

にあたり、何を学べばよいか具体的に示し、助産師個々が具体的で実現可能な目標を持ち、クリニカルラダー

によるステップアップをしていく一助となることを目的としている」とのお話がありました。 

 

講義内容①助産師実践能力段階習熟段階クリニカルラダーの概要 

      ②オールジョパンで活用する助産師のクリニカルラダー 

      ③クリニカルラダーの導入に向けて 

      ④ポートフォリオ 

      ⑤助産実船能力習熟段階レベルⅢ認証申請に向けて 

      ⑥助産実船能力習熟段階レベルⅢ認証制度で何が変わるか 

      ⑦レベルⅢ認証申請のながれ 

      ⑧助産師出向システムの今後の展望と助産師への期待 

 

講義の中で、助産師個人がレベルⅢの認証を受けることで、妊産褥婦とその家族をはじめとする人々に専門職

としての説明責任を果たし、助産師能力の維持・向上に繋がり、組織にとっては、助産ケアの質が保証でき、組

織が提供する周産期医療を果たすことに繋がるとのお話がありました。 

 

 

 

 

                           

                                               

 

 

 

 

 

 

 

助産実践能力強化支援事業・第 4回中堅助産師研修報告 

  桜のつぼみも膨らみはじめた平成 27年 3月 14日、山口県看護協会にて 

香川県立保健医療大学 母性看護学・助産学 教授  松村恵子先生をお招きして 

       

 

「クリニカルラダーレベルⅢ認証と施設の体制整備」について講演をしていただきました。 参加者は、管理者       

9名 助産師 18名 でした。 

 

  

クリニカルラダーレベルⅢを認証された助産師は、 アドバンス助産師です。 

 助産実践力習熟段階 

 レベルⅢ認証申請で 

      看護管理者 

      看護教育者 

      開業助産師 

  暫定措置があります 

詳しくは日本助産評価機構 HP で確認ください 



午後からは、グル―プにわかれて、クリニカルラダーⅢへの現在の取り組みについて、近況を話し合いました。 

 

グループワークでは、将来的に

は申請をと思っていたが、今回

の研修に参加し今年申請への

目標が高まりました。クリニカル

ラダー申請の方法が理解でき

た。助産師として自分が何をし

たいのか改めて考える機会をも

らった。など・・クリニカルラダー

Ⅲ認証取得に向けて、前向きな

意見が聞かれました。 

今の情報を貴施設で、みんなで

情報共有し、一丸となり、クリニ

カルラダーレベルⅢ申請に向け

取り組んでいきましょう。 

 

クリニカルラダー承認システム概念図
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